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◎
…
議
会
の
傍
聴
は
２
回
目
で

す
。
上
野
議
員
の
ご
両
親
も
参

加
し
、
バ
ス
は
満
席
に
。
早
め
に
着

き
、
昼
食
後
に
傍
聴
席
へ。
上
野

さ
ん
の
質
問
は
歯
切
れ
良
く
、
傍

聴
者
に
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た

が
、
知
事
の
答
弁
は
聞
き
取
り
づ

ら
か
っ
た
で
す
。
ま
た
傍
聴
に
行

き
た
い
で
す
。 

 

（取
手
市
下
高
井 

高
洲
英
子
） 

 

◎
…
平
和
・安
全
行
政
、
若
者
の

雇
用
対
策
、
国
保
税
や
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
な
ど
、
す
べ
て
住

民
の
要
望
に
そ
っ
た
質
問
内
容
で

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
知
事
の
答

弁
は
た
だ
国
の
考
え
を
そ
の
ま
ま

述
べ
る
の
み
。
そ
う
い
っ
た
姿
に
失

望
す
る
反
面
、
上
野
さ
ん
の
質

問
は
わ
か
り
や
す
く
、
堂
々
と
し

た
態
度
に
好
感
が
持
て
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（利
根
町 

高
木
洋
子
） 

 

◎
…
取
手
に
住
ん
で
36
年
、

初
め
て
県
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

た
。
地
元
選
出
・上
野
県
議
の
本

会
議
初
質
問
を
見
逃
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
与
え
ら
れ
た
時

間
は
答
弁
も
含
め
て
た
っ
た
の
１

時
間
。
知
事
相
手
に
論
戦
を
張

り
ま
し
た
が
、
正
面
か
ら
こ
た
え

な
い
答
弁
で
憤
慨
し
ま
し
た
。
わ

れ
ら
が
上
野
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。 

（取
手
市
椚
木 

舘 

貞
男
） 

県

議

会

傍

聴

記

 

 
第
３
回
定
例
県
議
会
が
、
９
月
４
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
開
か
れ
、
茨
城
空
港
の

ス
カ
イ
マ
ー
ク
着
陸
料
補
助
を
含
め
、
一

般
会
計
69
億
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
、

33
件
の
条
例
や
意
見
書
等
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
の
３
名
は
本
会
議

や
予
算
特
別
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
な

ど
で
質
問
。
私
は
初
め
て
の
本
会
議
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

議
会
中
に
戦
争
法
可
決
、
台
風
18
号 

  

県
議
会
の
会
期
中
、
国
会
で
は
安
全
保

障
法
制
の
審
議
が
山
場
を
迎
え
ま
し
た
。

全
国
で
連
日
「
憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
は

廃
案
に
」
「
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」

と
、
若
者
も
子
育
て
マ
マ
も
、
憲
法
学
者

も
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
私
も
、
取
手
市
の

反
対
集
会
や
国
会
周
辺
デ
モ
に
参
加
し
て

訴
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
９
月
10
日
の
台
風
18
号
に
よ

る
鬼
怒
川
決
壊
な
ど
の
豪
雨
災
害
は
、
県

西
・
県
南
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
県
議
団
は
災
害
救
助
法
の
適

用
を
即
日
求
め
、
緊
急
休
会
と
な
っ
た
翌

日
に
は
、
浸
水
し
た
常
総
市
な
ど
に
入
り

ま
し
た
。
党
国
会
議
員
や
市
議
と
と
も
に

被
災
状
況
の
調
査
、
被
災
者
の
要
望
を
聞

い
て
国
、
県
、
市
へ
救
済
措
置
を
求
め
ま

し
た
。 

足の不自由なお年寄りをボートから搬送する 

上野県議（左端）＝９月１１日、常総市内 

   日本共産党県議団は９月県議会に、 

「戦争法の廃止を求める意見書」を提出し、議会最終日の討論で他

会派に賛同を呼びかけました。法案に反対する集会やデモの広がり

は、国民の民主主義感覚の高まりと、政治を変える大きな力を示す

ものです。真に日本の平和を守るのであれば、世界に誇れる日本国

憲法をもって全世界に発信し、平和外交こそすすめるべきです。 

主な議案・請願・意見書 

〇･･･賛成 ×･･･反対  

可
決
・否
決 

日
本
共
産
党 

自
民
党 

自
民
県
政
ク
ラ
ブ 

民
主
党 

無
所
属 

公
明
党 

一般会計補正予算 可 × 〇 〇 〇 〇 〇 

新たな工業団地の造成販売 可 × 〇 〇 〇 〇 〇 

常陸那珂港建設工事請負契約 可 × 〇 〇 〇 〇 〇 

所得税法５６条の廃止を求める請願 否 〇 × × × × × 

戦争法(安全保障法制)の廃止を求

める意見書（共産党提出） 
否 〇 × × × × × 

安全保障法制の廃止を求める意見

書（民主党提出） 
否 〇 × × 〇 × × 

豪雨災害に係る生活再建支援等の

拡充を求める意見書（共産党提出） 
否 〇 × × × × × 



●
平
和
・
安
全
行
政
…
…
安
保
法
制
へ
の
知
事
の
認
識
／
自
衛
隊
と
米

軍
訓
練
へ
の
対
応
／
自
衛
官
募
集
問
題
／
平
和
行
政
の
と
り
く
み 

●
雇
用
対
策
…
…
非
正
規
雇
用
の
正
規
化
へ
の
支
援
／
教
員
の
欠
員
補

充
講
師
の
正
職
員
化 

●
通
学
路
整
備
の
拡
充
…
…
危
険
箇
所
の
再
調
査
と
早
期
改
善 

●
国
民
健
康
保
険
事
業
…
…
国
保
の
実
態
と
都
道
府
県
単
位
化
へ
の
対

応
／
県
単
独
補
助
の
実
施
、
国
保
税
の
引
き
下
げ 

●
水
道
行
政
…
…
水
源
開
発
の
中
止
／
水
道
料
金
の
値
下
げ 

●
原
子
力
行
政
…
…
子
ど
も
の
健
康
調
査
／
東
海
原
発
の
廃
炉
対
策
／

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
動
中
止 

私
は
昨
年
の
県
議
選
で
、

「
正
社
員
が
当
た
り
前
に
な

る
若
者
の
雇
用
対
策
」
を
公

約
の
一
つ
に
訴
え
ま
し
た
。 

県
が
税
金
を
免
除
し
て
工

業
団
地
に
誘
致
し
た
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
子
会
社
で
働
く

労
働
者
か
ら
、
低
賃
金
で
不

安
定
な
非
正
規
雇
用
の
実
態

が
党
県
議
団
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
４
人
家
族
で
、
残
業

し
て
も
月
の
手
取
り
が
15
万

円
程
度
で
す
。
私
は
「
県
は

こ
う
し
た
雇
用
実
態
を
把
握

し
、
正
社
員
化
を
め
ざ
す
目

標
を
持
つ
べ
き
。
正
社
員
化

を
促
進
す
る
県
独
自
の
助
成

制
度
を
新
設
せ
よ
」
と
迫
り

ま
し
た
。 

知
事
は
「
正
規
雇
用
化
に

関
す
る
目
標
と
、
目
標
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
事
業

を
位
置
づ
け
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
実
効
性
あ
る
取

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

通
学
時
の
悲
惨
な
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
２
０
１

２
年
に
国
か
ら
通
学
路
の
緊

急
一
斉
調
査
を
行
う
よ
う
要

請
が
あ
り
、
茨
城
県
は
県

警
、
道
路
維
持
課
、
学
校
教

育
課
な
ど
が
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
市
町
村
と
危
険
箇
所
を

調
査
。
と
こ
ろ
が
、
水
戸
市

で
は
１
校
１
ヶ
所
、
取
手
市

は
１
校
３
ヶ
所
、
全
県
で
１

８
９
０
ヶ
所
と
、
実
態
に
比

べ
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
が
地
元
の
取
手

市
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
小

文
間
小
、
吉
田
小
、
井
野
小

の
３
校
が
合
併
し
た
地
域
で

は
61
ヶ
所
の
危
険
箇
所
が
市

に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
「
実
態
に
合
わ
せ
た

再
調
査
を
実
施
し
、
整
備
予

算
を
抜
本
的
に
拡
充
せ
よ
」

と
質
問
。
知
事
は
「
す
べ
て

の
市
町
村
で
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ

て
お
り
（
中
略
）
国
の
交
付

金
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す

る
」
「
市
町
村
管
理
の
通
学

路
整
備
は
助
言
な
ど
で
支
援

す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
県

の
道
路
維
持
予
算
が
減
ら
さ

れ
、
通
学
路
整
備
が
遅
れ
て

い
る
と
指
摘
。
ム
ダ
な
大
型

開
発
よ
り
も
、
安
全
な
通
学

路
の
整
備
に
こ
そ
予
算
を
ま

わ
す
べ
き
で
す
。 

「
国
保
税
の
負
担
が
重

い
」
と
の
声
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
手
市

は
８
年
間
に
６
回
も
値
上
げ

し
ま
し
た
。 

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度

は
世
界
に
誇
れ
る
制
度
で
す

が
、
市
町
村
国
保
へ
の
国
補

助
を
３
分
の
２
か
ら
２
分
の

１
へ
削
減
し
た
こ
と
が
、
高

い
国
保
税
の
要
因
で
す
。 

「
母
親
の
私
一
人
で
２
人

の
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま

す
。
年
間
わ
ず
か
１
０
０
万

円
程
度
の
所
得
で
国
保
税
は

14
万
円
。
子
ど
も
が
病
気
に

な
っ
た
ら
死
ね
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
」
―
―
私
は
、
県

民
の
声
を
知
事
に
直
接
ぶ
つ

け
、
値
下
げ
を
求
め
ま
し

た
。
知
事
は
、
国
庫
負
担
の

増
額
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
「
ま
っ
た
く
同
感
」
と
答

え
る
一
方
で
、
県
補
助
の
実

施
に
は
言
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。 

取手・五差路の写真 

通勤時間と通学時間が重なり、子どもたちに 

とって危険な取手市井野五差路 

（総務省2012年就業構造基本調査） 



「
ど
う
し
て
水
が
こ
ん
な

に
高
い
の
？
」
―
多
く
の
県

民
の
声
で
す
。 

私
は
、
県
水
道
企
業
局
が

今
年
４
月
に
策
定
し
た
今
後

10

年
間
の
財
政
計
画
を
示

し
、
「
必
要
な
水
道
施
設
の

改
修
費
を
計
上
し
た
う
え

で
、
10
年
間
で
１
６
５
億
円

の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

値
下
げ
で
き
な
い
理
由
は
ど

こ
に
も
な
い
」
と
追
及
。
知

事
は
、
「
水
の
需
要
は
横
ば

い
で
、
現
行
料
金
を
維
持
し

た
場
合
、
黒
字
は
確
保
で
き

る
も
の
の
、
そ
の
額
は
年
々

減
少
」
と
答
弁
。
水
需
要
は

横
ば
い
で
増
え
な
い
こ
と
を

認
め
た
以
上
、
新
た
な
水
源

開
発
で
あ
る
八
ッ
場
ダ
ム
や

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
中
止
す

べ
き
で
す
。
ム
ダ
な
開
発
は

さ
ら
な
る
値
上
げ
に
つ
な
が

り
ま
す
。 

市
町
村
も
県
水
の
値
下
げ

を
要
望
し
て
お
り
、
９
月
末

に
取
手
市
や
牛
久
市
、
龍
ケ

崎
市
、
利
根
町
な
ど
が
県
に

要
望
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

３
年
前
の
県
議
会
で
教
育

長
は
「
で
き
る
限
り
正
職
員

化
を
図
り
、
教
育
条
件
の
整

備
に
努
め
る
」
と
日
本
共
産

党
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。 

教
育
現
場
で
は
、
同
じ
仕

事
を
し
て
も
臨
時
職
員
の
場

合
、
不
安
定
な
１
年
ご
と
の

更
新
で
給
与
な
ど
の
待
遇
も

大
き
く
違
い
ま
す
。 

私
は
「
本
県
の
臨
時
職
員

は
１
８
７
２
人
と
教
員
数
の

約
１
割
。
特
別
支
援
学
校
で

は
約
２
割
に
も
な
る
。
特
別

支
援
教
育
費
は
全
国

45

位

で
あ
り
、
拡
充
す
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。 

教
育
長
は
、
児
童
数
や
学

級
数
の
増
減
の
変
動
に
対
応

す
る
た
め
に
欠
員
補
充
講
師

を
配
置
し
て
い
る
と
答
え
る

と
同
時
に
、
「
児
童
に
と
っ

て
は
正
式
採
用
も
欠
員
補
充

講
師
も
同
じ
教
員
。
で
き
る

限
り
正
職
員
化
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

「
憲
法
を
遵
守
す
る
知
事

と
し
て
、
安
倍
政
権
が
す
す

め
る
安
保
法
制
は
『
憲
法
違

反
』
と
の
認
識
は
あ
る
か
」

―
私
の
問
い
に
、
橋
本
知
事

は
「
意
見
を
申
し
上
げ
る
こ

と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
答

弁
を
避
け
ま
し
た
。 

県
内
に
８
カ
所
の
自
衛
隊

施
設
が
あ
り
、
武
器
学
校
や

補
給
処
な
ど
平
た
ん
活
動
を

担
う
部
隊
が
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
衛
隊
茨
城
地
方
協

力
本
部
は
毎
年
、
市
町
村
に

対
し
自
衛
官
募
集
対
象
で
あ

る
18
歳
男
女
の
名
簿
を
提
出

 2015 
年度 

教 員 数 に
占める割合 

小学校 636人 7.6％ 

中学校 492人 9.8％ 

高等学校 386人 8.8％ 

特別支援学校 358人 18.8％ 

    計 1872人 9.5％ 

総務企画委員会で、税金の滞納整理を行う茨城

租税債権管理機構について問題をただしました。 

「固定資産税や国保税を払いきれず滞納し、年

金を差し押さえられて生活できない」などの相談が

増えています。私は「そもそも、国保税が高すぎ

る。生活実態に即して分割納付などの対応を」と主

張。県税務課は「県は管理機構を指導する立場にな

いが、一括納税できない場合は猶予制度があり、適

切に対応する必要がある」と答えました。 

しかし、県は管理機構に複数職員を派遣し、年

1700万円を補助しており、責任が問われます。 

知
ら
な
い
う
ち
に 

子
ど
も
の
情
報
が 

自
衛
隊
に
流
出
！ 

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

私
は
「
住
民
基
本
台
帳

法
、
個
人
情
報
保
護
法
に
も

と
づ
き
名
簿
提
出
は
や
め
る

べ
き
」
と
主
張
。
し
か
し
知

事
は
「
法
的
に
問
題
な
い
」

と
、
問
題
の
重
要
性
を
認
識

し
な
い
答
弁
で
し
た
。 

日本共産党県議団が塩川鉄也衆院議員とともに防衛

省にヒアリング調査（８月24日＝衆議院議員会館） 

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、

茨
城
県
南
地
域
は
放
射
能
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま

し
た
。
放
射
能
を
含
ん
だ
雲

が
風
に
乗
り
、
雨
と
な
っ
て

降
っ
た
た
め
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
東
京
都
水

道
局
が
「
水
道
水
の
放
射
性

ヨ
ウ
素
の
値
が
高
い
」
と
警

告
。
千
葉
県
な
ど
も
乳
幼
児

へ
の
水
道
水
の
飲
用
を
し
な

い
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
が
、

茨
城
県
は
調
査
が
数
日
遅

れ
、
多
く
の
住
民
や
子
ど
も

が
水
道
水
を
飲
み
ま
し
た
。 

私
は
「
健
康
調
査
を
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
お
母
さ
ん

た
ち
の
願
い
を
も
と
に
、
調

査
の
実
施
を
県
に
求
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
知
事
の
答
弁

は
「
福
島
県
よ
り
高
い
と
い

う
デ
ー
タ
は
認
め
ら
れ
な

い
」
「
被
ば
く
線
量
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
比
べ
は

る
か
に
少
な
い
」
と
、
県
民

の
不
安
に
背
を
向
け
る
も
の

で
し
た
。 



記
録
的
な
豪
雨
で
鬼
怒
川
な
ど
の
河

川
が
は
ん
ら
ん
し
、
住
宅
浸
水
な
ど
甚
大

な
被
害
が
広
が
っ
た
９
月
10
日
、
日
本

共
産
党
県
議
団
（
山
中
た
い
子
、
江
尻
加

那
、
上
野
高
志
）
は
知
事
あ
て
に
災
害
救

助
法
の
適
用
を
国
に
申
請
す
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。 

翌
日
か
ら
は
、
国
会
議
員
や
地
元
議

員
な
ど
と
被
災
地
に
入
り
「
避
難
住
民
に

情
報
が
届
い
て
い
な
い
」
と
、
避
難
所
に

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
充
電
器
の
設
置
を
要

望
し
、
実
現
。
水
没
し
た
自
動
車
の
取
得

税
減
免
も
提
案
し
、
全
額
免
除
の
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
被
災
住
宅
や

農
業
な
ど
の
再
建
支
援
を
国
に
、
県
に
、

市
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鬼
怒
川

な
ど
の
堤
防
未
整
備
の
現
状
を
調
査
し
、

堤
防
の
早
期
整
備
を
求
め
ま
し
た
。 

 日本共産党は９月24日、知事に15項目の「緊急申し

入れ」を行いました。 

【要望の主な内容】●避難所の改善、ホテルや旅館・

公営住宅等の提供●災害ごみ対策●自動車税等の減免

●農業被害への救済●中小企業の再建支援●被災住宅

再建への支援強化、住宅の応急修理●医療支援●保管

されている指定放射性廃棄物対策●鬼怒川決壊の原因

と責任の明確化、鬼怒川上流ダムの運用検証●危険箇

所対策●防災計画、広域避難計画の見直しなど 

国
の
支
援
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
床

上
浸
水
１
㍍
未
満
の
「
半
壊
」
等
に
ま

で
、
住
宅
再
建
支
援
金
を
拡
大
す
る
よ

う
国
に
求
め
る
と
同
時
に
、
県
と
市
が

財
源
を
出
し
合
っ
て
独
自
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

農
業
共
済
の
補
償
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
収
穫
後
の
コ
メ
の
救
済
や
、
農
地

の
復
旧
、
農
業
施
設
・
機
械
へ
の
補

助
、
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
施
設
復
旧
整

備
補
助
の
実
施
な
ど
、
国
と
県
の
強
力

な
支
援
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

洪
水
被
害
を
防
ぐ
治
水
の
た
め
に

は
、
ダ
ム
建
設
よ
り
堤
防
強
化
が
重
要

で
す
。
鬼
怒
川
上
流
４
つ
目
と
な
る
湯

西
川
ダ
ム
が
事
業
費
１
７
２
７
億
円
で

建
設
さ
れ
る
一
方
、
鬼
怒
川
の
本
県
堤

防
整
備
率
は
16･

８
％
で
す
。
堤
防
を

整
備
す
る
河
川

事
業
予
算
は
増

え
て
い
ま
せ
ん

(

上
記
表)

。 

 

県
が
管
理
す

る
八
間
堀
川
や

西
仁
連
川
、
飯

沼
川
を
含
め
、

堤
防
の
緊
急
整

備
を
求
め
ま

す
。 

県対策本部に申し入れる県議､市議と住民(９月２４日） 

 

倉庫に保管された収穫米の浸水被

害状況を農家の方から調査（鬼怒

川決壊の常総市三坂地区） 

鬼怒川越水により住宅の床上浸水被害を

うけた男性から要望を聞き取り（常総市

若宮戸地区） 

常総市の高杉徹市長（左手前）と被害実態をやりとりし、

国や県への要望を聞き取るとともに、市の被災者支援につ

いて申し入れる県議（奥）、市議、国会議員 

浸水により１階部分が完全に水没した

常総市役所内(９月1 1日) 
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